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はじめに                          

急性胃腸炎症状を引き起こすウイルスとしてノロ

ウイルス,サポウイルス,ロタウイルス等がある.   

冬期における急性胃腸炎（感染性胃腸炎）の原因ウ

イルスは大部分がノロウイルスである.最近ではサポ

ウイルスによるものも増えてきた.ノロウイルスやサ

ポウイルスを原因とする場合,通常,二枚貝を原因とす

る急性胃腸炎 1,2)以外では,患者検体からは一種類のウ

イルス Genogroup（遺伝子群）が検出される.しかし,

今回,散発事例の小児より異なるサポウイルス(SaV)の

Genogroup が検出されたので報告をする. 

 

方法  

感染症サーベイランス事業で当所に搬入された感

染性胃腸炎の検体から RNA を抽出,RT-PCR 法でノロウ

イルス,サポウイルス,A 群ロタウイルス,C 群ロタウイ

ルス,アストロウイルス,アイチウイルスの検索を行っ

た. 

サポウイルスは，GenogroupI(GⅠ),Ⅱ(GⅡ),Ⅳ(G

Ⅳ),Ⅴ(GⅤ)を検出する Universal Primer と GⅠ,G

Ⅱ,GⅣ, GⅤを個別に検出できる Grouping Primer を使

用した３). 

 PCR 産物を 1.5%アガロースゲルで電気泳動をし， ゲ

ルレッドで染色後,バンドの確認を行った.バンドが確

認されたらダイレクトシークエンスを行い,ウイルス

の遺伝子を確認し,N-J 法にて系統樹解析を行った. 

 

結果 

 サポウイルス Grouping Primer を使用し作成した

PCR 産物を電気泳動したところ 2 本のバンドが確認さ

れた（図 1）. 

 この 2 本のバンドを切り出し，ダイレクトシークエ

ンスを行い,サポウイルスの GⅠと GⅤが確認された

(図 2). 

その他のウイルスは検出されなかった. 

 

 

 

 図 1  Genogrouping of Sapovirus by RT-PCR 

 今回の事例では 500bp(GⅠ),290bp(GⅤ)にバンドが

確認された.Size Marker は 100bp DNA ladder Marker. 
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図 2 Phylogenetic tree of SaV based on partial 

capsid nucleotide sequences. 

 今回の事例は枠で囲まれている部分で,SaV GⅠと

SaV GⅤに含まれる. 

 

考察 

サポウイルスには GenogroupⅠ～Ⅴ(GⅠ～GⅤ)があ

り,そのうち人への感染が確認されているのは GⅠ,G

Ⅱ,GⅣ,GⅤである. 

 二枚貝にはウイルスが蓄積されるため 4,5)これらを

原因とする食中毒の場合,患者検体から異なる

Genogroupや Genotypeのものが検出されることは多い

が,人から人へ感染したと考えられる集団発生や散発

事例の場合,検出されるのは一種類のウイルス

Genogroup であると考えられている. 

 しかし,今回，サポウイルス GⅠ,GⅤが二枚貝喫食既

往歴の無い一人の患者から検出された.冬期には急性

胃腸炎を起こすウイルスは市中で流行をしているため,

偶然,サポウイルスの異なる Genogroup に感染したと

も考えられるが,理由は不明である. 

今回,Grouping Primer も使用し,RT-PCR 法を行った

ため,混合感染がわかった.通常は，Universal Primer 

で RT-PCR 法を行い,ダイレクトシークエンスの波形を

みて混合感染を疑った場合に Grouping Primer で

RT-PCR 法を行うと考えられる.しかし，今回は波形を

見ても推測出来なかった. 

混合感染の見落としを防ぐためには，Universal 

Primer だけでなく，Grouping Primer も用いて検査を

行い，検出状況に注意をする必要があると考えられる. 
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